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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

時期 対象病害虫 薬剤名 倍率
使用
時期

回数
影響日数

ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾏﾙﾊﾅ ﾐﾔｺ ﾁﾘ

3月
➀

うどんこ病 ベルクート水和剤 4,000倍
前日
(生育期)

5回 1日 0日 0日

ﾊﾀﾞﾆ類 ダニサラバフロアブル 1,000倍 前日 2回 1日 0日

3月
➀

灰色かび病 ロブラール500アクア 1,000～
1,500倍

前日 4回 3日 1日 0日

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 ファインセーブフロアブル
1,000～
2,000倍

前日 3回 1日 0日

3月
➁

灰色かび病
うどんこ病・炭疽病 シグナムWDG

1,500～
2,000倍

(うどんこ病・炭疽病

2,000倍)

前日 2回 0日 －

ﾊﾀﾞﾆ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類
うどんこ病

フーモン 1,000倍 前日 － 1日 1日

★ いずれの薬剤も、高温時・多湿時の散布は控えその日のうちにきちんと乾かしましょう！

収穫等で忙しい時期ではありますが、定期的な防除を心がけていきましょう！

卵(ハダニ類)効果あり

予

薬剤散布前には葉かきを行い、
薬剤のかかりを良くしましょう！

予
・
治

▹優れた展着性・浸透性で、
葉先や果実の先までカルシウムを‼

10～14日おきに葉面散布

肥料登録
生第83188号

アミスター、無機銅、ホルモン剤
液肥類との混用は出来ません

1,000倍

▹有機酸とトレハロースによるＷキレート
カルシウム含有

♀成虫

♂成虫
卵

幼虫

第一静止期

第一若虫

第二若虫

第二静止期

第三静止期

卵期間

4.5日

脱皮

脱皮

脱皮

0.9日

0.6日
1.0日

0.8日

1.0日

1.2日

ナミハダニの（25±1℃）

一世代平均期間（約10日）
♂

♀

一雌あたり100～150個の
卵を産みます

薬が効きやすい ▹卵の初期と成虫は、薬が効き
にくいです

▹卵の末期と生まれたての幼虫が、
一番効きやすいです

→ 多発時は3～5日間隔での

薬剤散布をオススメします！

予

使用量と
遮光率の目安
(150L/10a)

▹ ハウス内を涼しくし、人と作物に快適な
環境にします

▹ 粒子が細かく、優れた耐候性
▹ 15L(20kg)/缶
※ 散布後は、遮光剤が乾く前に器具の

洗浄をしっかり行ってください

使用量 0.5缶 0.8缶 1缶 1.3缶

遮光率 約20％ 約30％ 約40％ 約45％


